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研究成果の概要（和文）：本研究期間では、イラン国内のデモによる政情不安、ガザ・イスラエル戦争による軍
事的緊張の高まりなど、想定外の制約が続き、数度の調査計画の見直しを要した。2022年と2025年に実施した2
回の現地調査では、風車群の建設に関わる建築技術者の実態や、風車群の構法、風車を有する集落の空間構成に
ついて、現地踏査や聞取り調査を行った。これらの限られた調査で明らかにし得た範囲を要約すると、主に、1)
農村社会における技術の特殊性や継承に関する建築技術者の実態、2)風車を有する歴史的集落の物理的な空間構
成、の2点である。

研究成果の概要（英文）：During this research period, the unexpected factors, such as civil unrest in
 Iran, and Iran-Israel conflict, caused the difficult situation to carry out the on-site surveys of 
historic windmills in Iran. Even under such restrictions, the quick surveys were made in 2022 and 
2025, and revealed 1) specialization and inheritance of architectural technique in village society, 
and 2) the structure of settlement with windmills in Khorasan area. These materials based on the 
field survey would be meaningful for records of village architecture of Iran as well as measures to 
protect them, while their historic remains and memories are gradually disappearing.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
イランの乾燥地帯の農村を対象とした建築史・都市史分野からの既往研究は非常に限られている。現地調査によ
り、現存する1次資料の把握・収集を行い、基礎資料を蓄積することは、建築史学だけではなく、農村社会を対
象とした関連分野においても参照され得る資料となり、学術的意義を有する。また、1970年代のイラン・イスラ
ム革命以降、農村の近代化、都市化が急速に進行し、多くの歴史的遺構が失われつつあるなかで、こうした基礎
資料の収集・公開は、これらの保護に向けた情報提供としても社会的意義を有すると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 イランの乾燥地帯では、厳しい気候条件に適するため、地域独自の農業施設が発達してきた。
山裾の水源から遠く離れた荒野の集落まで水を引く地下水路（カナート）や、通気塔からの空気
の循環で水を冷却する貯水施設（アブ・アンバール）、季節風を利用する風車群（アスバッド）
など、時には脅威ともなる自然資源を巧みに扱う独自の技術が、乾燥地帯における人間の集住生
活を支えてきた。しかし、1960年代の農地改革以降、農業の機械化が進むにつれて、伝統的な
農業施設は徐々に放棄され、すでに失われた遺構は数多い。 
 1970 年代のイラン・イスラーム革命以降の政情不安による国内的制約、欧米からの外国人研
究者の現地調査許可の取得が困難であったこと等を背景として、イランの農村や農業施設に関
する既往研究は限られている。建築・都市史分野からは、宗教施設や都市住宅など都市施設およ
び都市空間についての研究は蓄積されており、社会学の分野からはイランの農村の社会構造に
ついて精緻な実地調査がなされているものの、農村部の建築については、解明されていない部分
が大きい。革命後の農村の近代化、都市化により多くの歴史的遺構が失われつつあるなかで、現
存する 1 次資料の把握・収集を行うことは喫緊の課題である。以上が研究開始当初の背景であ
る。 
 
２．研究の目的 
 イランの乾燥および中乾燥地帯の農村における地域特有の農業遺産に焦点をあて、それを形
成してきた自然条件および社会条件などの諸条件を読み解きつつ、土煉瓦と木材を用いた建築
構法、および建築に関わる職人組織など建築生産組織の実態を明らかにすることを目的とする。
未だ、実地調査を基にした調査研究が乏しいなかで、建築構法と生産組織の変容について相互関
係を検討しながら、地域の農業遺産の保全の在り方に関して考察を行う。 
 
３．研究の方法 
 イラン東部のホラーサーン地方にある歴史的な風車群を主な対象として、建築の構法、材料、
道具など、関連する一連の技術を調査し記録する。同時に、農村の社会構造における建築技術者
の存在形態に関しても調査を行う。加えて、これらの建築を形成する諸条件（地形、気候条件、
集落構造の中における位置づけとその変容）の把握を試みる。上記について、現地実測調査、資
料調査および、技術者、地域住民への聞取り調査を中心に行った。 
 
 
４．研究成果 
 2021 年の研究開始以降、様々な想定外の制約により、数度の計画の見直しを要した。 
2021 年はイラン国内でコロナ禍が収束しておらず、現地渡航は叶わなかった。2022 年 9 月に
現地調査を実施したが、その直後に、ヒジャブの着用に関するデモが発生しイラン国内の情勢が
不安定となった。また、2023 年 10 月にガザ・イスラエル戦争が始まり、イランおよび周辺国と
の間で軍事的緊張が高まったため、2023 年度の現地調査は見送った。この時点で、当初 3 か年
の計画であったものを 1年延長することとした。2024 年 9 月に再度現地調査を計画したが、2024
年 7 月にイラン・イスラエル間で軍事行動が発生したため、渡航を取りやめた。2024 年 12 月頃
より現地情勢が比較的安定したことを受けて、研究期間終了直前の 2025 年 3 月に現地調査を行
った。 
 上記の制約の下で、2022 年 9 月と 2025 年 3 月に行った 2 回の現地調査の成果を以下に述べ
る。 
（1）イラン国内における既往研究の確認と調査計画の見直し 
 イラン国内において、主要な調査研究のほとんどはペルシャ語で発表されている。調査対象地
域にて活動する研究者、修復建築家に対してヒアリングを行い、2020 年以降の風車群に関する
調査研究の進捗について最新の情報を得た。これにより、風車建築の構法については現地の研究
者が既に調査を進めており、今後、発表の予定があることがわかったため、本研究では、これと
の重複を避け、建築技術者の実態および風車群の形成の条件の把握に重点を移すこととした。
2022 年の調査で、伝統的な知識や技術を持つ建築技術者は既に数少なく、コロナ禍で亡くなっ
た方も多いことが判明したため、当初計画していた調査対象地から範囲を広げて、存命する建築
技術者の探索を行うこととした。また、風車群の形成および維持の条件を探ることを目的に、風
車を有する集落の空間構成の把握へと、調査の視角を広げることとした。こうした視点による集
落の実地調査は、イラン国内においてもなされていないことをヒアリングにより確認した。また、
上記の通り、現地研究者と研究テーマの棲み分けを調整することで、土地勘をもち、土地の方言
を解する現地研究者と共同調査を実施する体制を構築した。 
（2）建築技術者に関する調査 
 ラザヴィー・ホラーサーン州および南ホラーサーン州において、現地の修復建築家の紹介で、
歴史的な風車の建築・維持に関わる建築技術者 6名に対してヒアリングを行った。これにより、



風車建築に関わる技術者の 1)技術の継承の在り方、2)活動範囲、3)各職能における技術の特殊
性と普遍性、4)モノと労働の交換による建築請負、5)複数の生業をもつ生活の様相、などについ
て、限られた範囲ではあるが、実態を把握した。2025 年 3 月に実施した聞取り調査の書き起こ
しや翻訳内容の精査は、現段階ではできていないため、上記は暫定的な見通しであるが、今後、
取りまとめて公開する予定である。加えて、集落を走査する中で、建築技術者に関する情報も尋
ね歩いたが、既にこの 10 年の間に多くの人が世を去り、伝統的技術に通じた建築技術者が皆無
の集落が多いことがわかった。 
（3）風車を有する集落の空間構成 
 2022 年 9 月、2025 年 3月に、治安が比較的安定しているラザヴィー・ホラーサーン州の 12 集
落および南ホラーサーン州の 9 集落を走査した。このうち、2025 年調査で、歴史的な集落の構
成をよく残す集落ナシュティファンについて、現地踏査、聞取り調査から集落の物理的な空間構
成を把握した。また、聞取り調査から、古い街区名や過去の住民構成、既に現存しない建造物・
構築物についても情報を得た。 
これらの地域において、風車建築や年代が比定されている古い遺構などは、指定文化財として
国の文化財行政により保護されているが、それ以外の歴史的な遺構は、年々姿を消しているのが
現状である。集落の歴史的な構成要素とその空間構成について基礎的情報を蓄積して提示する
ことは、これら未指定の歴史的遺構の保護においても有用であると思われる。 
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